










すなわち，ハルピン2条〈抵抗度指数1.0，以下同様)， T239 (1.9)， T508 (2.2)， T427 
(2.5)， T471 (2.8)， T246 (2.9)，呼蘭 (3.0)，T462 (3.4)， T 463 (3.5)， Imperial 
(5.0)，である.温室内で苗を仕立てて第1葉期に常法どおゅの汁液接種を行なL、， 2日
後に畑へ移植した (11月24日).各品種とも 4連制の実験区とし， 1区当IJ23~25株を約
6cm間隔で1本植にして，各区間へは接触伝染を防ぐために強度抵抗性の， Wienを播い
た.その後1月7日， 3月7日の2固にわた札既報(井上，岡本，西門， 1959)の圃場







第 1 表に 3 月初旬~5 月初旬の各品種発病株増加の調査結果を示す.多少の順位の不揃
いはあったが，おおむね抵抗度指数の小さいものほど発病時期が早く，発病率も高かっ
































































































あち，ハルピγ2条での 15.7%に対し，抵抗度指数 2.2のT508で3.8%， 3.0の呼蘭で
は1.9%に止まった.
察





















処 稗長 不稔 1∞0粒重 個震当主の種子伝染
理 cm % E E % 
A 127.8 2.0 41.8 16.9 。
，、ルピン2条 1.0 B 129.2 7.3 10.3.. 
(4.40) C 129.2 7.3 33.9事. 10.3・ 15.7 
A 144.6 1.8 25.9 16.3 。
T 239 1.9 B 135.1* 5.1本 8.8・事
(4.40) C 135.1* 5.1事 23.2 8.8** 6.1 
A 139.4 3.4 33.8 19.0 。
T 508 2.2 B 130.1 5.2 14.6・ 。
(4.26) C 131.9 6.0 29.8 14.0・ 3.8 
A 147.2 5.3 27.2 16.0 。
T 427 2.5 B 139.6 14.3事 8.5事 。
(4.39) C 139.3 14.3本 24.6 8.8本 3.3 
A 136.4 1.6 29.4 15.8 。
T 471 2.8 B 135.9 1.6 18.5 。
(3. 4) C 136.7 1.9 28.0 14.3 0.7 
A 144.3 1.7 28.0 15.2 。
T 246 2.9 B 144.0 2.7 13.6 。
(4.11) C 140.8 2.5 21.8 9.2・ 1.6 
A 131.4 2.4 27.4 17.3 。
呼 関 3.0 B 131.o 3.6 16.1 。
(1. 1) C 132.0 3.5 28.7 17.3 1.9 
A 134.2 2.5 33.3 18.8 。
T 462 3.4 B 134.1 2.9 33.2 18.4 。
(0， 0) C 
A 138.4 4.3 31.6 18.9 。
T 463 3.5 B 136.2 3.7 34.6 18.4 。
(0. 0) C 
A 132.0 1.4 37.2 16.6 。
Imperial 5.0 B 0.5 15.4 。
(2. 2) C 1.4 33.3 14.9 0.2 
A:健全区 B:接種区全体(種子伝染については発病個体を除いたもの〉
C:発病植物だけについて
健全.区に比べて ・5%. 柿 1%水準で有意差
種子伝染についてはとくに有意差検定せず
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本実験から，抵抗度指数3.0以上の呼蘭， T 462， T 463， Imperial， Wienの諸品種は
圃場における本病感染に対して実用的な抵抗性をもっているものと判断された.
摘 要
種々の段階の抵抗度指数をもっ基準品種を含めた10品種の大麦について麦斑葉モザイ
ク病圃場接種試験を行なった.多少の順位のくいちがいはあったが，おおむね抵抗度指数
の大きい品種ほど発病率が少なく，発病がおくれ，収量や種子伝染などにも接種の影響が
少なかった.抵抗度指数3.0以上の品種は圃場における本病感染に対して実用的な抵抗性
をもっているものと判断された.
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